
レンタル商品のご注文 TEL 0120-91-5809

●メンテナンス方法
1
レバー上部を押しラッチを外し、コネクタを持ち上げ、光コネクタを外す。

2
 　交換可能コネクタアダプタ
 　（割スリーブ部）を清掃する。

3
交換可能コネクタアダプタ
を取り外し、フェルール部端
面、側面を清掃。

レバー
FC SC

4
光コネクタのフェルール端面
をコネクタ端面用クリーナで
清掃。

コネクタクリーニング後の正常な波形 フェルール端面に汚れが付着した波形

●各部の名称と働き

バック
スペースキー
（BS）

ファンクションキー（f）

数字キー
ファイル入力時に数字
直接入力できます。設
定画面で数字入力でき
ます。一部ショートカット
キーとしても使えます。

ロータリエンコーダ
設定画面やOTDR測定時に
カーソルが移動します。
押すことによりエンターキー
として使用できます。

ファンクションキー（F）
“F4”はOTDR測定時は
リアルタイム測定キーとなります。

トップメニューキー
（Top Menu）
トップメニュー画面に戻ります。

矢印キー
設定画面のカーソ
ル移動や、OTDR
測定画面のズーム
やスクロールを行
います。

スタートキー
（Start）
OTDRでアベレージ
測定を開始します。

エスケープキー
（ESC）

エンターキー
（Enter）

電源キー

正面

上面

DC入力コネクタ
ACアダプタを介して
電源を供給します。

光パワーメータ
ポート（オプション） IP試験ポート

（オプション）

可視光ポート
（オプション）

測定ポート
●OTDR／光源 ： 正面右側がメインポート。
 左側は1.65um若しくはMMF測定時に使用。
●光パワーメータ ： オプション光パワーメータ装着時は機能は有りません。

USB接続部
Aタイプ ： USBメモリ／
 ファイバスコープ（別売）
Bタイプ ： PC通信ポート

●マーカ操作の設定

1
画面起動時のトップメニューか
ら、システム設定（f2）を選択。

2
次に光パルス試験の設定
（f4）を選択し、その中にある
マーカ操作で、「移動方式」と
「配置方式」が選択できる。

配置方式（６点マーカ）

移動方式（４点マーカ）

ＭＴ９０８２シリーズにはマーカ操作方法が２通りある。

マーカを置きたい場所にカーソルを移動して
マーカ番号を押して配置。

動かしたいマーカを選択して
カーソル移動。

●障害位置探索

1
トップメニュー

2
光パルス試験（障害判定）

3
Ｓｔａｒｔ

測定モードを「すべて自動設定」にしておけば、
障害の一次切り分けの測定では、
たった３回キーを押すだけで
障害位置候補を自動検出できる。
（移動方式設定時）

障害点の第一候補として光ファイ
バの切れた箇所、第二候補として接
続損失の一番大きい箇所を表示。
障害箇所を簡単な操作、かつ大き
な文字で容易に確認できる。

波形重視、数値重視の２パターン切替が可能（移動方式）

アンリツ製［MT9082シリーズ］

光パルス試験器 簡易マニュアル
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レンタル注文書送付先 FAX 03-5821-0909

●高ダイナミックレンジ測定

ＰＯＮシステム測定例
パルス幅100ｎｓに設定し平均化時間60秒以下で64分岐後の損失が見られる。

※MT9082Aには、
　上記2種類の選択メニューはない。
　MT9082Bの標準設定に相当する
　機能のみ搭載されている。

広ダイナミックレンジ（f1）※ＭＴ９０８２Ｂ／Ｃに搭載
パルス幅50ns～2000nsの間で設定可能。
標準設定の同じパルス幅に比べ、S/N（ダイナミックレンジ）が向上する。　
長距離ファイバ測定や、損失の大きなPONシステム測定に優れている。

ユーザ宅 局舎 局舎

地下ケーブル

スプリッタ
1×16（12dB）

スプリッタ
1×4（7dB）

どこで障害が発生したかを
一度の測定で正確に検出可能。

1x16スプリッタによる減衰

1x4スプリッタによる減衰

スプリッタ以降の後方散乱光も測定
されるためファイバ損失等の障害が
正確に検出可能。

光パルス試験器

●リアルタイム測定
リアルタイム測定をしながら波形解析

高速測定モードでは最速０．２
秒の応答速度で掃引。

1
高速測定／高S/N測定（F1）どちらかの測定条件を選択。

2
マーカの配置（f2）を選択しマーカを任意に設定。
※マーカを設定して、区間損失や、反射減衰量を解析できる。

高速測定

マーカの配置（f2）

高速測定／高S/N測定（F1）

高S/N測定モードではノイズ
の少ない安定した波形が得ら
れる。これにより0.1ｄＢ程度の
小さな波形変化も捉えること
が可能。

高S/N測定

ダイナミックレンジＵＰ

●リアルタイムによるファイバ曲げ測定
スプリッタ下部のファイバの曲げによる遠端反射の変化を、
短いパルス幅設定で見ることができる。

分岐線２を曲げると

ファイバ曲げによる反射レベルの変化

ＭＴ９０８２Ｂアクセスマスタなら
ノイズにまぎれることなく

はっきりと波形の変化が捉えられます！

分岐線2（30m）

【測定例】
波長 ： 1650nm
距離レンジ ： 25km
パルス幅 ： 10ns

分岐線１（20m）
スプリッタ

●便利な操作
反射減衰量測定が簡単
反射減衰量は、マーカを1つ配置すれば測定できる。（配置方式）

2箇所の距離と損失を一度に測定
離れた2区間の距離と損失が一度に測定できる。

高速測定

①～②間と③～④間を
個別に測定

光パルス試験の設定
で配置方式の設定
時に①～②、③～④
を表示を選択。
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URL http://www.nttrec.co.jp

●短距離測定
パルス幅３ｎｓではフレネル反射デッドゾーンが８０ｃｍ（ｔｙｐ．）となり、
短い距離の接続を検出可能です。
また口元デッドゾーンもコネクタ接続と同等程度に反射が押えられるため、
ダミーファイバ無しで測定できる。
（１．３１μｍ、１，５５μｍ、１．６５μｍ共通）

パルス幅を３ｎｓに設定します。

MT9082Bは口元の反射が小さ
いためダミーファイバ無しで近距
離の短い接続の測定が可能。

●波形の見方と言葉

波形の模式図 

光ファイバケーブルに入射した測定光パルスは、接続点などで反射して損失が発生する。
測定した結果は水平方向を距離とし、垂直方向を損失レベルとして表す。OTDRでは、こ
の結果の表示を波形と表現している。波形上に検出された損失や反射をイベントという。

レイリー散乱による光ファイバケーブル自体の損失
光ファイバケーブルの中を光が伝わっていく
と、波長の単位よりも小さな物質の密度や成
分の不均一によってレイリー散乱という現象
が発生する。この散乱のうち光の進行方向と
は反対方向に伝わる光を後方散乱光と呼ぶ。

ダイナミックレンジ（SNR=１）

近似直線

コネクタ接続による反射

曲げによる損失

開放端の反対（フレネル反射）

入射光

近端反射

融着による接続損失

後方散乱光

融着接続点

コネクタ接続点 曲げ

開放端

測定パルス光 光ファイバケーブル

近端反射
OTDRと光ファイバケーブルを接続するコネクタの接続点で反射する。
また、この部分にはOTDR内部の反射も加わる。この反射が検出されている区間では接
続点の損失や反射が検出できない。この区間を近端デッドゾーンという。
短い距離を測定する場合に近端反射の影響があるときは、オプションとして用意されてい
る本体内蔵ダミーファイバを接続して影響を解消する。

後方散乱光
入射光

光ファイバケーブル

小さな物質

●全損失・全反射量測定
ファイバ線路の全損失、全反射の測定には前後にダミーファイバを付けて測定する。

被測定
光ファイバAダミーファイバ ダミーファイバ

被測定
光ファイバB

全反射測定
遠端側のダミーファイバと
被測定ファイバの接続点反
射の後ろに②マーカを置く

全損失測定
遠端側のダミーファイバと
被測定ファイバの接続点に
②マーカを置く。

口元側のダミーファイバと
被測定ファイバの接続点に
①マーカを置く

被測定ファイバの両端に
ダミーファイバを接続する。

両端の光コネクタの反射減衰量（反射量）、
接続損失を含めた全損失測定、全反射減衰量測定が可能。

ダミーファイバ

ダミーファイバ

ダミーファイバ

●波形の見方と言葉

コネクタ接続による反射
コネクタ接続は融着と異なり、接続部分に僅
かな隙間ができる。この隙間では群屈折率
が変わるため、反射して損失が発生する。

光ファイバ遠端の
フレネル反射
光ファイバケーブルに光を入射したとき、光
ファイバケーブルが破断している箇所や光
ファイバケーブルの終端などの群屈折率が
変化する箇所（ガラス-空気）で発生する反
射。光ファイバケーブルの端面が垂直のと
き、入射した光パワーの約3％（－14.7
［dB］）を反射する。

ダイナミックレンジ
OTDRで測定できる後方散乱光レベルです。

ポイント
SNR ： 信号雑音比（signal-noise ratio） SN比が高ければデータ伝送に対するノイズの影響は小さ
い。低ければ、ノイズの影響が大きく、通信効率が悪くなる。

光ファイバ
ケーブル

光ファイバ
ケーブル

隙間

コネクタ

反射光（3％）

入射光（100％）

ガラス 空気

光（97％）

融着による接続損失
融着部分では物質の密度や成分の不均一さが大きくなるため、レイリー散乱による損失
が大きくなり、接続損失が発生する。

測定波形

ノイズピーク

2.6dB
ノイズのRMSレベル

ダイナミックレンジ
（SNR=1）

［AQ7275シリーズ／MT9082シリーズ］

光パルス試験器 測定のための基礎知識

105

新
商
品
の
ご
紹
介

レ
ン
タ
ル
商
品

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

レ
ン
タ
ル
の

ご
利
用
方
法
等

光
フ
ァ
イ
バ

接
続
機
器

光
測
定
機
器

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

測
定
機
器

無
線
測
定
機
器

電
力
試
験

測
定
機
器

そ
の
他
通
信
設
備

工
事
用
機
器

情
報
端
末
機
器

注
文
書
記
入
例
等


	NTTREC2014年度版商品カタログ

	光測定機器
	光ネットワークで活躍するNTTRECの光測定機器
	光ネットワークで活躍するNTTRECの光測定機器【仕様】
	【OTDR】
	AQ7275シリーズ　ミニOTDR
	MT9082 ミニOTDRシリーズ Bタイプ
	MT9082 ミニOTDRシリーズ Aタイプ
	AQ1200マルチフィールドOTDRシリーズ
	AQ1205マルチフィールドOTDRシリーズ
	OFL280　OTDR-100
	OFL280　OTDR-103
	Optifi ber Pro OTDR
	MT9090AハンディOTDR＜短波長＞
	故障修理支援ツール（LBT-101A）
	故障修理支援ツールキット（LBT-101AV2）
	故障修理支援ツールキット（LBT-101）
	AQ1100マルチフィールドテスタシリーズ
	光ファイバ故障探査器（OFL120）
	パルス試験アダプタ
	光ファイバ心線対照器用光源（FLS-20T）
	IDテスタ送信部（3波長）
	AQ4270-01LD光源
	AQ4280 LD光源
	AQ2170パワーメータ
	AQ2170パワーメータAQ2180Hパワーメータ
	CSM-4パワーメータ
	AQ2160-02パワーメータ
	KI2800LED光源（GI）
	CMA5光ロステスタ（GI）
	光減衰器OAT-HD-1A
	PONパワーメータ（M260）
	PONパワーメータ（PPM-352C）
	光パワーテスタ（CAT）
	ヘッドユニットセット（CAT-7202）
	IDテスタ25R
	IDテスタR受信部
	IDテスタR（1.3／1.5）
	光心線判別機（FDT-2）
	損失試験アダプタ（VCAST）
	光ファイバ識別機用光源
	光ファイバ識別機ID-H／Rv2
	光ファイバ小型心線対照器（FID-26R）
	光ファイバ識別機
	GE-PON ONU検知ツール（FID-28R）＜NTT東日本エリア限定＞
	光ドロップケーブル識別機
	光ファイバ多点通話装置
	光ファイバ多点通話装置2
	ドロップケーブル保守キットシリーズ C、D
	フレッツ光工事用キット
	簡易故障修理キット
	Bフレッツ保守セット
	アクセス光保守キットシリーズ
	マンションタイプ光工事用キット
	Bフレッツ工事用キット
	ITCフレッツキット
	光メンテナンスキット（F）シリーズ
	光メンテナンスキット（F2）シリーズ
	ドロップケーブル保守キットシリーズ A、B
	光キャプチャ装置
	光キャプチャ装置用AURORAキット
	8MT-8MPO光コード

	光接続アダプタキット
	光ファイバ導通チェッカ
	可視光アダプタセット（H）
	Bコード（キット）
	所内コード（キット）
	MUコネクタ光コード（キット）
	FAS／SCコネクタコードセット
	SM加入者光コード（キット）
	AURORA用光コード（キット）
	MT-RJ光コード（キット）
	1.5DSM光コード（キット）
	1.3SM損失測定用光コード（キット）
	1.5DSM損失測定用光コード（キット）
	GI損失測定用光コード（キット）
	その他レンタル商品一覧表
	AQ7260 ミニOTDR SM
	AQ7260 ミニOTDR＜1.65SM＞
	AQ7260 ミニOTDR＜3波長＞
	AQ7270 ミニOTDR SM
	AQ7270 ミニOTDR SM（ダミーファイバ付き）
	AQ7270 ミニOTDR<1.65SM＞
	AQ7270 ミニOTDR<1.65SM＞（ダミーファイバ付き）
	AQ7270 ミニOTDR<3波長＞
	AQ7270 ミニOTDR<3波長＞（ダミーファイバ付き）
	AQ7270 ミニOTDR<3波長＞Ⅱ
	MT9081R ミニOTDR
	MT9081D ミニOTDR SM
	MT9081F ミニOTDR＜3波長＞
	MW9076B1 ミニOTDRSM
	MW9076 ミニOTDR＜1.65SM＞
	MW9076D1 ミニOTDR
	IDテスタ20R
	光ファイバ小型心線対照器（FID-21R）
	AQ2160-01パワーメータ
	MS9020D光ロステストセット（本体）
	MS0901A＜0.85μm＞LEDユニット
	MS0908A＜0.63μm＞可視LDユニット
	光トークセット（2台）
	サーマルプリンタ
	光ファイバ小型心線対照用光源（01SS）
	光ファイバ小型心線対照器（FID-01R）
	新光ファイバ小型心線対照器（FID-11R）
	2mmコード用対照アダプタ
	GI加入者光コード（キット）
	SM中継測定用光コード（キット）
	SM構内光コード（キット）
	GI-ST光コード（キット）
	ダミーファイバSM4心1Km
	パルス試験器用ダミーファイバ（SM4）250m
	ダミーファイバGI
	GI型光ファイバ用励振器

	光ファイバ心線対照器 簡易マニュアル
	光パルス試験器 簡易マニュアル
	光パルス試験器 簡易マニュアル
	光パルス試験器 測定のための基礎知識





